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上 部尿石症 に対す るUrocalunの 使 用経 験
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    USE OF "UROCALUN" IN PATIENTS WITH UROLITHIASIS 

             IN THE UPPER URINARY TRACTS 

                   Tsutomu  INADA and Taichi KITAYAMA 

         From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University 

                          (Director : Prof. T. Inada, M. D.) 

   1. "Urocalun", an oral tablet mainly composed of extract of Quercus stenophylla Makino 

(QSE), was given to 12 patients with ureteral stone. Discharge of stone was resulted in 5 
patients, while the localization of stone was unchanged in the other 7 patients. 

   2. Administration of  "Urocalun" to 7 patients with renal stone resulted in partial dis-

charge of stone in one case, descendance of stone to the upper ureter in one and no change 
in the location and size of stone in 5 cases. 

   3. No noticeable side effect was encountered with "Urocalun" treatment.

緒 言

上部尿石症 の治療には保存的療法,膀 胱鏡的

療法,手 術的療法などがある.こ のうち,保 存

的療法としては一般に結石の自然排出を待期す

る方法がとられている.従 来,こ の結石 自然排

出促進の目的で尿石症患者に水分の多量摂取 と

適当な運動を行なうことを指示し,さ らには自

然排石を促進 しうるのではないかと期待 される

種々の薬剤投与を行なう方法が 試み られて来

た.し か しなが ら,こ れ らの方法が果 して結石

自然排出促進に実際寄与しているのかどうかを

臨床上厳密に判断することは適切な対照をとる

ことが不可能に近いところから極めて困難な問

題であり,こ のためか現在なお確実な自然排石

促進剤として公認された薬剤はないように思わ

れる.

今回,日 本新薬株式会社の依頼によりウラジ

ロガシのエキス トラク トを主成分とした尿石症

治療剤Urocalunを 上部尿石症に対 し主 として

自然排出促進の目的で使用 したのでその臨床成

績を報告す る.

薬 剤

Urocalunは,ウ ラジロガシ(Quercusstenophylla

Makino)の エキス トラクト(QSE)を 主成分とし,

1カ プセル中に225mgを 含有している.ウ ラジロガ

シはブナ科に属する常緑喬木であ り四国,九 州地方に

産し,徳 島県下で古 くからその葉および小枝などの温

浸剤が民間薬として胆石や尿石症に用いられ有効であ

るといい伝えられているとい う.

QSEの 成分は不詳であるが,比 較的 タソニソ物質

が多 く含有されていることが認められている.

QSEの 薬理作用としては抗炎症作用,血 管透過性

抑制作用,胸 膜炎症抑制作用,結 石形成抑制作用など

があるとされている.こ れ らの作用はいずれもラット

あるいは家兎を用いた実験で認められたものであり,

最後の結石形成抑制作用はラッ トの膀胱内に燐酸カル

シウム,マ グネシウムを主成分とした結石を挿入し,

QSE投 与群と対照群 との間における結石の消長を比

較することにより認定されたものである.

臨 床 成 績

1.対 象症例
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京大泌尿器科外来に受診した尿管結石症12例 および

腎結石症7例 の計19例 である.

2.投 与方法および用量

Urocalun1日6カ プセルを3回 に分け 毎食後に内

服せしめた.投 与延 日数は,最 短22日 か ら最長319日

にわたった.
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3.使 用成績

1)尿 管 結石症(表1)

症例は男子9例,女 子3例 計12例 で各症例の年令,

性,患 側,結 石の位置,結 石の大ぎさ(レ 線写真にお

ける測定),Urocalun投 与 日数,経 過,副 作用の有

無などは表1に 示す通 りである.

表1Urocalun使 用 成 績(尿 管 結 石症)

症

例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

年

令

36

47

互9

29

24

32

58

52

66

22

27

40

性

♀

3

♀

δ

δ

6

δ

♀

δ

δ

6

6

患

側

右

左

左

左

左

左

左

左

右

左

右

左

結石の位副 結黎 島きさ

尿 管下 部

L3

尿 管下 部

尿 管下 部

尿 管下 部

尿 管下 部

L3

L2

L2_3

尿管 下部

尿 管 下部

尿 管下 部

O.7×O.3

○.7× ○.3

0.5>(○.5

0.5×0.3

0,5>く0.3

1.5>(0.7

1.1>(O.7

O.9×O.7

1.0×O.4

0。7>(0.5

0.8×0.3

0.5×0,4

投与 日数

じ聖6充)

33日

33日

33日

33日

22日

22日

33日

99日

66日

50日

44日

44日

経 過

排出隅 黎 羅))

排出(17日 後 自覚)

排出(騰 舗 写)

排 出(15日 後 自覚)

排出(6日 後自覚)

不変(聲畷 のレ線写1

不変騨 後のレ縛)

不蝦 日後のレ糊

穫(縷 服 のレ)

不変儀 日後のレ線写)

不変債 日後のレ線写)

不変儲 後のレ線写)

副
作
用
備 考

53日後尿管切石術施

行

80日 後尿管切石術施

行

その後来院せず

尿管切石術予定

他剤に変更

その後来院せず

その後来院せず

Urocalun投 与後の経過は,結 石の排出を来したも

の5例,結 石の位置不変で尿管切石術を施行したもの

2例,結 石の位置不変のため他剤投与に変更したもの

1例,結 石の位置不変でその後来院しない もの3例,

結石の位置不変でUrocalunの 投与 中止し尿管切石

術予定のもの1例 である.従 って,結 石の排出を来し

たものはユ2例中5例(約42%)と なる.

副作用と思われる反応は,全 例にこれを認めなかっ

た.

以下,結 石の排出をみた5症 例について詳述する.

症例1釆 野 某,36才

初診:昭 和41年6月29日.

現病歴:約50日 前に右側腹部痛,血 尿,頻 尿,残 尿

感を来し医療を うけ2～3日 で消失 した.昨 日から再

び同様の症状を来す

検査所見.IVPで 右 尿管下部に0・7×0・3cm大 の

結石1コ あるを認めた.

治療経過:Urocalun当 日から投与を開始する.7

月2日,血 尿と下腹部不快感あり7月11日,頻 尿と

排尿終末時不快感あ り.7月28日,単 純撮影で結石は

消失していた,結 石の排出は自覚しなかった.

症例2日 下部 某,47才

初診:昭 和41年8月8日,

現病歴:6日 前から肉眼的血尿を来し医療を うくも

消失しない その頃から時々左下腹部に鈍痛がある.

検査所見 ・IVPお よびRPで 左第3腰 椎の 高さに

0.7>〈0.3cm大 の結石1コ あるを認めた.

治療経過;当 日からUrocalun投 与を開始す8月

23日,左 下腹部に鈍痛あ り8月25日,尿 線が一時中

絶し尿道痛あり結石の排出をみた.9月8日,IVPで

結石は消失していた.結 石の排出は,Urocalun投 与

開始17日 後に,最 初の症状発現の日か ら数えて23日 後

におこった.

症例3岡 田 某,19才.

初 診:昭 和41年10月19日.

現病歴:5日 前に左下腹部に鈍痛を来した.昨 夜か
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ら血尿がある.

検査所見;IVPで 左 尿管 下部にO.5×0.5cm大 の

結石 ユコあるを認めた.

治療経過=当 日か らUrocalun投 与 を開始す そ

の後自覚症状消失す11月5日,単 純撮影で結石は消

失していた.結 石の排出は自覚しなかった.

症例4兼 松 某,29才

初 診=昭 和41年8月1ユ 日.

現病歴9日 前か ら左側腹部に疵痛発作計3回 あ り

その都度血尿を伴 う.

検査所見;IVPで 左 尿管 下部にO.5×0.3cm大 の

結石1コ あるを認めた.

治療経過:当 日からUrocalun投 与を 開始する.

8月26日,排 尿時に尿線の中絶を来し結石の排出をみ

た.結 石の排出は,Urocalun投 与 開始 ユ5日後に,最

初の癒痛発作のあった 日から数えて24日 後に おこっ

た.

症 例5西 川 某,24才.

初 診:昭 和41年7月26日.

現病歴=4日 前に左側腹部に疵痛発作を来 した.

検査所見;IVPで 左尿管 下部に0.5×03cm大 の

結石 ユコあるを認めた.

治療経過'当 日か らUrocalun投 与 を開始する.

8月1日,結 石の排出をみた.8月16日,単 純撮影で

結石は消失していた.結 石の排出は,Urocalun投 与

開始6日 後に,最 初の疵痛発作のあった 日か ら数えて

10日後におこった.

2)腎 結石症(表2)

症例は男子5例,女 子2例 計7例 で各症例の年令,

性,結 石の位置,結 石の大きさないしは形状,合 併

症,Urocalun投 与 日数,経 過,副 作用の有無などは

表2に 示す通 りである.

表2Urocalun使 用成績(腎 結石症)

症i年1

例i令

,134

2旨52

{

3i55

4 72

5146

E
6142

7…45

性

6

δ

δ

6

♀

♀

6

結石の位置

右下 腎杯

右 中腎杯

両下 腎杯

右下 腎杯

両 腎 杯

左腎孟
・腎杯

右 腎 杯

結石の大きさ(cm)
形状,合 併症など

O.3×O.3大1コ,

O.1×O.1大2コ

0.7×0.5

0.6× ○.3,0.3×0.2

大 各 々1コ お よ び

O.4×O.3大1コ

O.5×O.5

多発,海 綿腎

樹枝状

多発,腎 腫瘍

投与日数

じr鋤

121日

66日

319日

33日

198日

66日

66日

経 過

拝蕾/難 謹)
下降縢 欝)

不変(2磯 後のレ線)

不変曝 後のレ線)

不変(鰯 畳後の)

不変(袈 後の噛

不変(螺 後のレ線)

副
作
用
備 考

その後来院せず

その後来院せず

61日 後右腎摘除術施

行

Urocalun投 与 後 の経 過 は,結 石 の一 部 が 消 失 した

もの1例,結 石 が尿 管 上 部 に 下 降 した もの1例,結 石

の位 置 お よび 大 きさが 不 変 の もの5例 で あ る.

副 作 用 と思 わ れ る反 応 は,7例 と も これ を認 め な か

った.

以下,代 表 的 な 症 例 につ い て詳 述 す る.

症 例1谷 口 某,34才.

初 診=昭 和40年8月2日.

現 病 歴=4～5日 前 か ら右 側 腹 部 に 鈍 痛 あ り.

検 査 所 見:IVPで 右下 腎 杯 に0.3×0.3crn大 の結

石1コ とO.1×O.1crn大 の結 石2コ あ り,左 尿 管 下 部

にO.5×0.3cm大 の 結 石1コ あ る を 認 め た.10月19

日,IVPで 左 尿 管 結 石 は 消失 して いた.

治 療 経 過:昭 和41年1月18日,IVPで 右 下 腎 杯 の

結石 は不 変,当 日か らUrocalun投 与 を 開始 す.3月

8日,IVPで 結 石 は 不 変.5月7日,IVPで 結 石 は

不 変.6月 末,右 側 腹 部 に 鈍 痛 あ り.7月26日,IVP

で 右 下 腎杯 内 の結 石 の うち0.3×O.3cm大 の もの が消

失 して いた.結 石 の排 出は 自覚 しな か った.Urocalun

投与 延 日数 は121臼 に お よんだ.

症 例2田 丸 某,52才

初 診:昭 和41年1月8日.

現病 歴:2～3カ 月前 か ら時 々右 側 腹 部 に 鈍 痛 を 来

す よ うに な る.最 近 血 尿 が あ っ た.
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検i査所見,IVPで 右 中 腎杯にO.7×0.5cm大 の 結石

1コ あるを認めた.

治療経過:当 日か らUroca工un投 与 を開始する.2

月5日,IVPで 結 石は右尿管上部に下降していた.

その後も引き続きUrocalunを 投与 したが 患老は来

院しない,

症例3浜 口 某,55才

初診:昭 和40年6月19日.

既往歴1昭 和31年,左 尿管切石術.昭 和34年,右 尿

管切石術.昭 和37年,左 尿管切石術.昭 和38年,右 尿

管切石術.

現病歴:昭 和40年2月 末交通事故にて某院に入院.

同年6月19日,再 発性尿管結石の既往あるため定期的

検査の目的で当科に受診す.

検査所見:IVPで 右 下 腎杯に0.6×0.3cmお よび

0.3×O.2cm大 の結石おのおの1コ と左下腎杯に0.4×

O.3cm大 の結石1コ あるを認めた.

治療経過:昭 和41年1月24日,IVPで 結石の位置

および大きさ不変,当 日からUrocalun投 与を 開始

す4月30日,6月28日.お よび9月5日 にIVPを 撮

ったが結石はほとんど不変であった.そ の後12月 末ま

でUrocalun投 与を継続して打切った.投 与延日数は

319日 におよんだ.

総括ならびに考按

尿管結石の自然排出率についての諸家の多 く

の報告は,最 低10%前 後から最高90%前 後にわ

たって分散しており,ま ちまちである.ま た,

自然排石促進の目的で種々の薬剤を使用した場

合の結石排出率も諸家により多 く報告 されてい

るが,こ れも最低30%前 後から最高90%前 後に

わたって分散 しており,ま ちまちである.こ の

ように諸家の報告間に 相当の差が みられるの

は,調 査対象 となった 尿管結石の大 きさ,形

態,位 置,発 病後の経過期間,患 側の腎機能が

まちまちであり,ま た経過観察期間も一定して

いないためであると考えられる.

そもそも,尿 石の自然排出促進の目的で投与

する薬剤の効果の機構を考えてみると理論的に

は2つ のポイソ トが挙 げられる.す なわち,1

つは自然排出不可能な結石がその薬剤を投与す

ることにより排 出可能な 状態 となる ことであ

り,!っ は自然排出可能な結石にその薬剤を投

与した結果排出までの期間が短縮されることで
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あ る.し か し,何 れにせ よ このよ うな薬剤投与

の効果 の有無 を厳密 に判定 するためには,母 集

団を 同一 に した薬剤投与群 と薬 剤非投与(あ る

いはPlacebo投 与)の 対照群 との間 に おけ る

排 出 までの期 間を加味 した結石排 出率 の差 を検

討 しなければ な らない と思 う.と ころが,緒 言

に も記 した ように この対照群 を とることが実際

上不可能 に近 い程 困難 であ り,こ のため従来 か

ら厳 密な効果判定 は行 なわれていない現状で あ

る.

わ れわれ も尿 管結石症 ユ2例 に 対 してUro-

calunの 投 与 を行 なった結果5例(約42%)に

結 石排 出を認 めたが,こ の結石排 出にUrocalun

が果 して寄与 してい るか否 かを判断すべ き根 拠

を有 しない.た だ,従 来尿石症 に使 用 されて来

た この種 の薬剤 の 使用成績 と 比較 した 場合,

Urocalunの それ も特 に 遜色 はない とい うこと

はで ぎる.

また,わ れわれは腎結石症7例 に対 してUro-

calunを 投 与 し主 として結石 の縮小傾向がみ ら

れ るか否かに主眼 をおいて観察 したが,特 にそ

のような傾 向が認 め られた ものはなかった.し

か し,121日 間 投与 した1例 では 結石 の一部 が

消失 しているのが認 め られ 自然排 出がお こった

もの と判断 した.他 に198日 間,319日 間 の長期

投与例が各 々1例 あるが何 れ も結石 の位置 お よ

び大 きさに変化を認 めなか った.結 石 の縮小傾

向は認 め られ なか ったが増大傾 向 も認 め られて

いない ので,も しかす る と結石 の増 大を抑制す

る効果が あ るのでは ないか との 考 えが お こる

が,こ れ も比較すべ き対照 群を もたないので厳

密な結論を 出す ことはで きない.

Urocalun投 与 に よる副作用 と 思われ る反応

は,長 期投与例 を含 め全例 に これを認めなか っ

た.

結 語

1.尿 管 結石症12例 にUrocalunを 使 用 し結

石 の排出をみた もの5例,結 石 の位置不変 の も

の7例 の結果を えた。

2.腎 結石症7例 にUrocalunを 使 用 し結石

の一部が排 出した もの1例,結 石 が尿管上部 に

下降 した もの1例,結 石 の位置 お よび大 きさが
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不変 の もの5例 の結果 をえた.

3.Urocalun投 与 に よると思わ れる 副作用

は認め られ なか った.
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